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賀古文書研究会の研究4） ，西浦賀の廻船問屋で  
あった倉田家の史料を検討した『新棟須賀市史資  




































































第1図 研究対象地域  
（『明治前期関東平野地図集成』「浦賀  
Ⅱ 浦賀奉行所の開設と浦賀湊  




される過程を述べることとする。   
近世期において，浦賀奉行は江戸へ入港する船  
荷物の吟味を行う浦賀番所を管轄した遠国奉行の  



















































































門迄   
一，八月中御支配御代官河原清兵衛様二代ル  
これによると，享保5年5月，下田奉行の堀隠  
ー65－   
第2図 近世期における西浦賀の景観  
（横須賀市自然・人文博物館所蔵「浦賀村絵図」より作成）  
ー66－   
67   
ち，町屋の背後から台地上にかけては田畑として  






















すを例とす，   
○高札場 享保六年同七年の二度に建らる，都  
て廻船の綻を記せり、（中略）   
○奉行役所 番所の西南小名川間にあり，享保  
五年番所と共に下田より移さる，堀隠岐守利  
春始て奉行となり，文化二年に至り一員を加   
へられ，相替て当所に在勤し海岸防御の事等  
をも指揮す，   
○輿力同心屋鋪 奉行役所の東にあり，享保中  
奉行を置れし後輿力十人同心五十人，預けら  
る，文政四年に又輿力四人同心三十三人を増  
加せらる，   


























































































景観に一致する記述である。   
さらに，蛇畑町と紺屋町の間には「西渡場」の  
記載が見え，『新編相模国風土記稿17）』にも「渡  






























－69－   
第3図 明治期における西浦賀の地割  
（浦賀文化センター所蔵「地籍図」により作成）  













































































































































第1泰 西叶神社への灯龍寄進者  
年代   寄進者名   
宝暦5年（1755）  新明六兵衛，尼屋喜十郎，紀伊国屋大兵衛，和泉屋利右衛門，宮内仁兵衛，  
笠屋庄九郎，阿波屋弥兵衛，和泉屋太郎兵衛，成屋兵右衛門，加渡屋七兵衛，  
笠屋善七，淡路屋権右衝門   
天明6年（1786）  西野屋六兵衛，紀伊国屋大兵衛，仮屋長四郎，和泉屋伝十郎，大阪屋伝右衛門，  
斎藤伝六，和泉屋幸七，鈴木要右衛門，上総屋久治郎，淡路屋植右衛門，  
笠屋庄九郎，加藤屋五郎兵衛，加藤屋七兵衛，加藤屋久兵衛，加藤屋喜右衛門，  
和泉屋太郎兵衛，松崎屋典兵衛，福西庄十郎   
（現地調査により作成）  










































































たことも注目に催するであろう。   
幕末期に他所商人が浦賀へと移住してきたもう  
一つの事例として，信濃屋佐兵衛の来住過程を挙  






































































第2表 幕末期における浦賀湊への入津高  
品目   嘉永3年  嘉永4年  嘉永5年   
米 （俵）  106，848  113，053   92，418 
酒 （樽）  52，997   61，356   58，155   
醤油（樽）   5，355   4，389   3，888   
水油（樽）   708   459   570   
薪 （把）  682，819  475，100  572，160   
炭 （俵）  33，013   44，880   44，444   
塩 （俵）  570，144  649，482  810，966   
綿 （箇）   1，942   11，611   13，444   
（嘉永6年「東西浦賀重立商人共井廻船問屋之事」  
より作成）  





























































































































































－76－   
第3表 明治3年における西浦賀の業種構成  
業種   浜町  蛇畑町  紺屋町  田中町  宮下町  谷戸町  芝生  荒巻  高坂  川間   
御番所附問屋  5  4  6  
御番所附問屋・太物類小売  
穀物水揚仲買  
穀物塩水揚仲買  2  
穀物酒水揚仲買  




































小商人（人）   28    18  61  22  76    4  15  
日雇稼（人）   35  6  5  35  5  43  10    15  9   
（明治3年「村商家数職業書上」により作成）  
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居所  穀宿を務める商人   藩名   
西浦賀  西郷利右衛門  栓江藩，一関藩  
石井晋太郎  福岡薄，川越藩  
忍藩，二本松藩，佐倉藩  
気仙屋長七  平藩，中村藩，会津藩  
泉藩，水戸藩，笠間藩  
阿波屋甚右衡門                  徳島藩  
掛塚屋高次郎  加賀藩  
西村屋政吉   松山藩  
尼屋喜太郎   赤穂藩   
東浦賀  松下吉兵衛   盛岡藩  
加茂犀勘兵衛  尾張藩，佐竹藩  
樋口屋書左衛門  桑名藩，相良藩  
宮原屋清兵衛  八戸藩  
伊豆屋彦八   新宮藩   
（「東西浦賀用達穀宿船手用達名前書上」より作成）  
0  400km  
＿、．｝一   
第4図 浦賀に穀宿を置いた藩の分布  
（元治2年「諸家方用達穀宿之覚」より作成）  
















































































－79－   
を根拠地とする廻船との顧客関係をも有していた  
ことが推測できる。  































第5表 客船の墓碑にみられる死亡者の記載  
年月日   戒名   俗名   
天明元丑九月十八日   親明信士   奥州相席棚塩平太舟水主儀右衛門   
寛政十二申七月二十一日   正宗玄海信士   下総国銚子木屋新兵衛船頭徳兵衛   
事和元酉年十月五日   亮眠信士   岩城国中之作助三郎水主長次郎   
孝和元酉年十月六日   専起信士   同国 同舟水主事蔵   
文化八末年四月二十九日   勧先信士   奥州相寒沢三散水主庄八   
文化二卯年九月二十四日   転岸浄入信士   岩城舟主喜太郎   
文政二卯年十一月五日   容顔信士   奥州気仙沼源之助舟水主乎之助   
文政四巳年正月十二日   林静信士   奥州相馬棚之場村幸二郎   
文政四巳年二月四日   生屋浄往信士   筑後柳川八幡丸富蔵   
文政四巳年十月十三日   積光亮書信士   奥州相馬請戸盛兵衛舟船頭善蔵   
天保六末年十月二十二日   速往信士   相川大磯宿源右衛門   
天保十二年丑六月十七日   覚往信士   奥州気仙沼金涛丸水主事蔵   
天保十三寅年二月十四日   進道信士   豆州大島清桧   
天保十四卯年十二月十九日   顕道信士   仙台石之巻弁天丸水主栄助   
安政四巳年閏五月十八日   隆海信士   気仙丹治   
安政四巳年閏五月十八日   即来信士   伊豆力松   
安政四巳年閏五月十八日   覚来信士   新島長治郎   
安政四巳年閏五月十八日   成誉信士   浦賀亦蔵   
安政四巳年閏五月十八日   宣海信士   越後三之助   
安政四巳年閏五月十八日   仙源信士   伊豆源二郎   
安政四巳年閏五月十八日   浄海信士   大嶋豊吉   
安政四巳年閏五月十八日   海光童子   阿州三五良  
（『横須賀市文化財総合調査報告書第1集』より作成）  
注）2基の墓碑のうち、安政4年のものには「気仙屋客船 施主 船頸助七」との銘がある。  





































































第6表 西浦賀における百姓の農間余業  
田中町  荒巻  高坂  川間  計   
日雇稼   4  10  
左官  
大工  2   2  
飛脚  
葉子小売  
魚売   
木挽  
（明治3年「村高家数職業審上」により作成）  


















Ⅳ 明治・大正期における西浦賀の変容  











































































第5図 明治24年における江戸湾岸の主要港船舶数  
（明治24年「徴発物件一覧表」より作成）  












工業港へと変容していった。   
このように，浦賀港は船番所廃止後も明治20年   
第7表 明治26年における浦賀港の移出人品  
品目   価格（円）   数量   
米   429，813   57，544石  
食塩   176，533   187，793石  
移  70，429   4，891石  
干鰯   32，909   197，450貰  
入  18，769   4，103石  
醤油   8，246   736石  
酢   3，468   1，188石   
食塩   149，045   155，256石  
米   131，140   17，486石  
移  32，006   182，435貰  
清酒   26，568   1，763石  
出  25，551   5，459石  
外国米   1，680   226石  
小麦   1，540   309石  
（『神奈川県統計書』により作成）   
第8表 大正3年における浦賀港の移出人品  
価格（円）   品目  仕立港，仕向港   
白米   132，277   15，620俵  東京，千葉，愛知  
鋼板   87，402   189，976貫  束京，横浜  
木材   47，726  東京，北海道  
石炭   47，298   10，818，632斤  束京，横浜  
酒   43，960   2，579樽  千葉，愛知  
醤油   42，885   9，548樽  束京，千葉  
銑鉄   24，835   147，408貰  東京，横浜  
鋼管   24，442   5，010貫  東京  
移  
亜鉛   18，332   10，530貰  東京，横浜  
丸棒   17，705   26，063貰  横浜  
呉服太物   17，297   17，302反  東京，千葉  
電気銅   16，988   7，732貰  束京，横浜  
入                                                                                                              ボールト   15，155  18，902貰  横浜  
砂糖   14，918   1，046俵  東京，横浜  
角鋼   13，471   21，427貰  横浜  
真鉄管   12，498   13，835貰  東京  
干鰯   12，108   6，169俵  千葉  
其鎗寸友   11，654   3，835貰  大阪，横浜  
塩   11，172   11，865樽  東京  
木炭俵   10，995   25，678俵  静岡，千葉，伊豆大島   
塩   52，691   71，789俵  千葉，長井，小田原  
生魚   48，000   289，000樽  東京  
移                    米   40，762   5，907俵  三崎，千葉，鎌倉など  
酒   31，075   1，599俵  
出         海草   16，500   東京               5，500樽  
大麦   10，837   2，577俵  千葉，南下浦  
（『浦賀案内記』により作成）  
注：価格が10，000円以上のもののみ示した  

































































第9表 明治31年における西浦賀の業種構成  
字   業種   
浜町  米穀抽商   
川間  砂糖醤油味噌商   
紺屋町  米穀肥料商運送業，砂糖醤油荒物商，酒醤油米  
穀塩商，抽砂糖荒物商，回漕業   
宮下町  酒米穀醤油塩商，油商，菓子商   
田中町  
商，金物商  
蛇畑町   
谷戸町  
器商，金物商  
荒巻   
（「大日本商工人名録」により作成）  
注）括弧内は軒数を示し，数字のないものは1軒を示す。  




























































第10表 大正3年における西浦賀の業種構成  
字   業種   
浜町  雑貨商（3），米穀・薪炭商   
日間  質商   
紺屋町  酒・米穀・塩商（2）  
稚貨（2），船具・漁具（2）  
石油・砂糖商，薬商   
宮下町  酒・米穀・塩商（4）  
衣料品，菓子（2），  
雑貨（3），薪炭   
田中町  呉服商（2），青果商，鋼鉄商  
料理（2），書籍・文具商，質商   




土木請負業，材木商，酒商   





－86－   
り，第二位は尼屋喜太郎の金35両であったことか  
ら62），大黒屋が西浦賀でも最大規模の豪商であっ  

































































第11泰 西浦賀における船の所有者  
所有者   船種  積載量  数   
儀兵衛（大黒屋）   伍大力船  750石  1膿   
伊兵衛（紀伊国屋）   伍大力船  1100石  1膿   
六兵衛（江戸屋）   伍大力船  1100石  1根   
岩次郎   伍大力船  700石  1捜   
弥次兵衛   小猥船  200石  1恨   
惣右衛門（柏屋）   小解船  200石  1惟   
徳兵衛   小椛船  100石  1地   
平助   小濯船  170石  1鰻   
（嘉永6年「相模国三浦郡西浦賀柑船数改帳」により作  
成）  
ー87－   
山浦兵衛が就任しており，加藤小兵衛が監査役を  



































第6図 浦賀園内の中島三郎助招魂碑  
（浦賀文化センター所蔵）  
第12表 浦賀における浦賀ドック株式保有者（10株以上）  
氏名   保有株数   居所   職種   
臼井儀兵衛（大黒屋）   1019株   紺屋町   米穀商兼肥料商連送業  
三次六兵衛（江戸屋）   150株   谷戸町   
太田又四郎（川津屋）   56株   蛇畑町   米穀雑穀塩商  
石渡眞三郎   50株   大津   旅館経常  
田遁走兵衛（道具屋）   50株   谷戸町   
長島思左衛門（伊勢屋）   32株   川間   醤油味噌商  
臼井弥市（丸大屋）   31株   宮下町   抽小間物商，運送業   
小山馬吉右衛門   21株   谷戸町   材木商   
太田友吉   15株   紺屋町   砂糖醤油荒物商   





































































































付 記  
本稿の作成にあたり，山本詔鵬氏，浦賀文化セン   
ターの皆様には調査全般にわたってご協力いただい   
たほか，多くの貴重なご助言を賜りました。また横須   
賀市自然・人文博物館の安池尋華氏には絵図の閲覧，   
複写など，大変お世話になりました。また聞き取り調   
査では宮井新一氏をはじめ，浦賀の多くの方々から   
ご教示をいただきました。記して厚く御礼申し上げ   
ます。  
なお，本稿の執筆は第Ⅰ章，第Ⅲ章第3節，第Ⅲ   







b．鈴木亀二（1981）：近世の東浦賀一千鰯問屋の盛   
衰を中心に－，浦賀古文書研究会禰，『浦賀中興雑  
記』，146、243。   

















































27）「乍恐書付を以奉願上候」，横須賀史学研究会編   
（1987）：『稲井l三浦郡東浦賀村石井三郎兵衛家文書  
第三巻』，横須賀市図書館，140ページ。以下，『石  





46）当初，改所は水揚商人年行事の屋敷に置かれたが，   












覧 神奈川県』，日本図書センター，111～114。  
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